
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
流
離
譚
連
載
の
第
一
回
に
あ
る
次
の
記
述
に
つ
い
て
検
証
し
ま
す

 

 
私
の
親
戚
に
一
軒
だ
け
東
北
弁
の
家
が
あ
る
。 

 

・
・
・ 

 

あ
れ
は
、
た
し
か
シ
ナ
事
変
が
大
東
亜
戦
争
に
発
展
す
る
前
後
の
頃
だ
。
そ
の
日
、
母
は
何
処
か
に
出
掛
け
て
、 

私
だ
け
が
家
に
ゐ
た
。
玄
関
に
声
が
し
て
、 

・
・
・
・
私
が
「
父
は
い
ま
、
戦
地
に
出
か
け
て
留
守
で
す 

が
・
・
・
」
と
い
ひ
か
け
る
と
、
そ
の
人
は
、 

「
そ
れ
は
わ
か
つ
て
ゐ
ま
す
」
と
・
・ 

・
・
・
何
年
か
前
に
高
知
県
で
秀
彦
伯
父
に
会
ひ
世
話
に
な
つ
た
か
ら
と
、
そ
の
挨
拶
を
し
に
来
ら
れ
た
の
だ
と
い
ふ
。
何
日
か

た
つ
て
、
予
定
よ
り
遅
れ
て
上
京
し
た
伯
父
を
案
内
し
て
、
私
は
目
白
か
下
落
合
か
に
あ
つ
た
正
光
氏
の
お
宅
に
返
礼
の
挨
拶
に

行
つ
た
。
そ
の
と
き
伯
父
と
一
緒
に
私
も
招
じ
上
げ
ら
れ
て
、
お
酒
を
ご
馳
走
に
な
り
な
が
ら
遅
く
ま
で
・
・
・ 

 

＊ 

正
光
は
福
島
に
移
り
住
ん
だ
正
煕
の
息
子 



上の写真中央に安岡章太郎 安岡章の家の縁側で撮影。その後、秀彦の

息子、娘、甥が集まって食事会がありました。 



 

 
チ
ラ
シ
寿
司
を
用
意
し
て
皆
を
待
つ
女
性
達 



   

 
章
太
郎(

左)

の
叔
母

従
兄
姉

甥
姪
た
ち 



こ
れ
ら
写
真
の
撮
影
日
は
何
時

撮
影
者
は
誰

 

 
 
 
 
 
 

正
光
は
章
太
郎
の
家
を
訪
問
し
た
か
？ 

＊
秀
彦
日
記
か
ら
秀
彦
の
東
京
訪
問
の
記
録 

・
昭
和
十
五
年
五
月
二
日
高
知
を
出
て
奈
良
経
由
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
日
(
月
)
東
京
着(

息
子
の
家
泊)

十
二
日
(
日
曜
)
帰
高 

・
昭
和
十
七
年
六
月
一
日
(
月
)
か
ら
六
日
(
土
) 

東
京
へ
出
張
・
章
宅
で
馳
走
に
な
る 

・
昭
和
十
八
年
三
月
八
日 

正
光
が
山
北
訪
問 

・
昭
和
十
八
年
五
月
八
日
(
土
) 

章
太
郎
と
共
に
正
光
宅
訪
問 

九
日 

正
光
が
恒
(
章
)
宅
に
土
産
を
持

て
来
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
秀
彦
息
子
の
寿
雄
は
こ
の
頃
岩
国
に
転
勤 

＊
正
光
か
ら
の
手
紙
(
年
不
明
五
月
十
九
日
付
)
が
あ
り
そ
こ
に 

 

日
曜
日(

＊
月
日
不
明)

に
代
田
の
家
を
訪
問
し
た
が
秀
彦
不
在
、
そ
の
後
秀
彦
が
正
光
宅
を
訪
問
(
秀
彦
日
記
に
記
載
な
し
)

に
正
光
が
不
在
で
あ

た
こ
と
を
詫
び
て
い
る
。 

検
証
結
果 

・
縁
側
の
写
真
で
背
負
わ
れ
た
赤
子
の
誕
生
が
昭
和
十
六
年
八
月
な
の
で
昭
和
十
七
年
六
月
に
撮
影
し
た
と
推
定
。 

・
こ
の
写
真
撮
影
の
日
の
日
記
に
「
章
宅
で
馳
走
に
な
る
」
と
あ
り
、
写
真
は
同
じ
日
に
撮
影 



・ 
正
光
は
秀
彦
の
東
京
訪
問
を
高
知
の
実
母
の
実
家
島
村
か
ら
の
情
報
を
在
京
の
従
兄
弟
経
由
で
宿
泊
先(
秀
彦
の
息
子
の
家
は 

代
田
住
居
)
を
知

た
と
推
定
。
直
接
に
恒
(
章
太
郎
)
宅
に
行
く
事
は
な
い
。 

 

結
論
・
写
真
は
昭
和
十
七
年
六
月
に
秀
彦
撮
影
。 

 
 

・
正
光
は
恒
(
章
太
郎
)
宅
を
昭
和
十
八
年
五
月
九
日
に
訪
問
し
て
い
る
。 

 
 

 

こ
の
時
、
玄
関
で
章
太
郎
が
対
応
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。 

 
 

 

が
、
そ
の
前
に
章
太
郎
と
正
光
は
対
面
し
て
い
る
。 

＊
前
述
の
謎
探
索
と
関
係
は
な
い
が
、
昭
和
十
八
年
安
岡
章
太
郎
の
出
来
事
秀
彦
の
日
記
か
ら
抜
粋
を
し
次
に
示
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

・
昭
和
十
八
年
三
月
正
光
が
山
北
訪
問
、
五
月
章
太
郎
、
伯
父
と
正
光
宅
訪
問 

 
 

 
 

 

・
昭
和
十
八
年
十
月
十
九
日 

章
太
郎
山
北
墓
参
訪
問
の
連
絡
受
け
る 

 
 

 
 

 

・
昭
和
十
八
年
十
月
二
十
一
日 

章
太
郎
母
恒
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

明
年
三
月
東
京
都
赤
阪(*
坂)
ノ
聯
隊
ヘ
入
営
ト
決
ツ
タ
由
恒
ヨ
リ
電
報
ア
リ 

 
 

 
 

 

・
昭
和
十
九
年
三
月
十
五
日 

秀
彦
男
章
太
郎
へ
入
営
餞
別
を
送
る 

 


